
 

 
 

 

～認知症になっても地域で安心して暮らすために～ 
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１．認知症を正しく理解しましょう 

 

 
 

認知症とは種々の原因疾患によって、記憶や思考などの認知機能の低下が起こり、 

6 ヶ月以上にわたって、日常生活に支障をきたしている状態です。 
  
 ①認知症と老化による物忘れの違い 
 

加齢による物忘れ            認知症による物忘れ 

                

 

 

 

 

 

②認知症の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症は単なる物忘れではありません 

・物忘れを自覚している 

・体験したことの一部を忘れる 

・ヒントがあれば思い出す 

・判断力は低下しない 

・日常生活に支障はない 

 

・物忘れの自覚がない 

・体験したこと自体を忘れる 

・ヒントがあっても思い出せない 

・判断力が低下する 

・日常生活に支障がある 

その他 

脳腫瘍や慢性硬膜下血腫、甲状腺の病気、栄養失調などでも認知症の症状が現れます。これらは

原因を治療することで改善が期待できます。また認知症と間違えやすい病気に、うつ病や薬の影

響で認知症に似た症状が出る場合があります。 

 
脳の神経細胞に、レビー小体という異常な
たんぱく質が集まることによって、神経伝
達ができなくなる病気です。初期の頃は物
忘れよりうつ症状等が見られます。 
 
症状の特徴 
・幻視、幻聴(子どもや虫などが見える) 
・転びやすい、手の震えが見られる 
・物忘れは軽いことが多い 

 

レビー小体型認知症 

 

 
脳の中に特殊なたんぱく質がたまること
で徐々に脳細胞が破壊され、脳が縮んで
しまう病気です。認知症の半数以上を占
めており、男性よりも女性に多く見られ
ます。 
 
症状の特徴 
・言葉や名前が出てこない 
・家の近くで迷子になる 
・物を無くす（盗られたと言う） 

 

アルツハイマー型認知症 
 
脳の血管障害で脳細胞が破壊され、脳に機能
しない部分が出てくることで発症します。 
男性に多く見られます。 
 
症状の特徴 
・脳の障害を受けた部分の違いにより症状は

個人差がある（麻痺・失語等） 
・うつ状態になりやすい（意欲・食欲低下） 
・しっかりしている部分もある 

 

脳血管性認知症 

 
原因は不明ですが、特に前頭葉と側頭葉
いう部分が縮んでしまう病気です。意欲
や理性、感情コントロールが難しくなり
ます。 
 
症状の特徴 
・性格が極端に変化する 
・非常識、ルールが守れない（交通違反、 

万引き等） 
・同じ行動や言葉を繰り返す 

前頭側頭型認知症 
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認知症は原因によりますが、早期に発見して適切な 

対応をとることで、今後の見通しがついたり、症状 

に応じた対処の方法を知ることができます。 

認知症のサインに気づいたら、「かかりつけ医」や 

「地域包括支援センター」等の専門機関に相談しま 

しょう。 
                           

右の表は医学的な判断基準 

ではありませんが、暮らし 

の中での判断基準の目安と 

してください。 

いくつか思い当たることが 

あれば、一度かかりつけ医 

や専門医に相談してみると 

よいでしょう。 

                            

 

                                

 

 

 

                           

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の 
サインに 

気づいたら 

 

 
□  同じことを何度も言ったり聞いたりする 

□  置き忘れ、紛失が多くなった 

□  ものの名前が出てこなくなった 

□  買い物に行くと同じものばかり買ってくる 

□  調理など順序立てて行うことが難しくなっている 

□  季節に合わない格好をしている 

□  周りへ気遣いがなくなり、頑固になった 

□  時間や場所の感覚が不確かになった 

□  慣れた道でも迷うことがある 

□  イライラして怒りっぽくなる 

□  日課をしなくなった 

□  趣味やテレビ番組に興味を示さなくなった 

  

かかりつけ医がいる場合には、かかりつけ医に相談してみましょう。本人の身体

の状態や病歴、普段の様子も把握しているため、認知症の疑いがあると判断された

場合は、適切な専門医を紹介してもらえます。 

認知症の診断は、精神科や神経内科、脳神経外科等の診療科で受けられます。 

 

認知症の症状のあらわれ方には個人差があり、お医者さんの前でははっきり受け

答えができる場合もあります。ありのままの姿を伝えるために日ごろからどのよう

な症状が出ているのか、メモを取るようにしましょう。また、普段の様子を知る方

が付き添って受診するようにしましょう。 
 
メモの内容例  

・性格や生活習慣にいつ頃、どんな変化があらわれたのか 

 ・日にちや時間によって症状に変化はあるか 

 ・病歴（高血圧、糖尿病他）や内服薬       など 
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認知症は誰もがなる可能性のある身近な病気ですが、認知症についての 

正しい理解ができている人は少ないのが現状です。 

天塩町では、「認知症サポーター養成講座」を開催し、認知症の基本的な 

知識や認知症の人への対応の仕方などを学ぶ機会を設けています。 

認知症サポーター養成講座を受けた方を「認知症サポーター」と呼び、 

認知症の方やそのご家族をあたたかく見守る応援者となっていただいて 

います。 
 

誰でも認知症サポーターになることが 

できます。受講を希望される方は、 

地域包括支援センターへお問い合わせ 

ください。 
 
 
 
 

 

 

 

■ 親（配偶者）が認知症かもしれない 

■ もの忘れが多くなってきて心配 

■ お金の管理が難しくなってきた 

■ 車の運転が心配 

■ 外に出て他者と交流を持ってほしい   などなど 
 

認知症関連のご相談は・・・ 

 

 

 

天塩町役場内 

天塩町地域包括支援センター  ☎ 2 - 1 001 

【令和 3 年 3 月 作成】 
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 ・物忘れは多少あるが、日

常生活は自立している 

・金銭管理や買い物等日常

生活は自立 

・同じことを繰り返す 

・会話の中で「あれ」「これ」

が増える 

・物を置いた場所を忘れる 

・買い物の時にお札でしか支払

えない  

・同じ物を何回も買う 

・身なりを気にしなくなる 

・薬の飲み忘れ 

・火の消し忘れ 

・車の運転が難しくなる 

・買い物やお金の管理にミスが目立つ 

・日常の判断や決定が難しくなる 

・季節に合った服が選べない 

・服薬管理ができない   

・道に迷う 

・電話や訪問者の対応が 1 人では難し

い 

・家族とのトラブル    

・ついさっき話した内容を忘れる 

・着替えや食事、トイレなどがうま

くできない 

・トイレ、入浴に介助が必要 

・家族のことがわからなくなる 

・時間、場所、季節がわからない 

・ほぼ寝たきりで日常生活全般に介

護が必要になる 

・言葉のコミュニケーションが難し

い 

・表情が乏しくなる 

・飲み込みが悪くなり、むせやすく

なる 

 

  

 

 

 

     

 

 

     

  

 

 

 

     

 

 

     

  

 

 

 

     

 

 

     

 

 

     

  

 

    

 

 
      

 
      

  

 

 

 

     

 

 

     

 

 

     

 

 

     

  

 
      

 

 

 

     

   

 

   

 

 

 

 

     

      

 
【認知症専門医：物忘れ外来、神経内科、精神科、認知症疾患医療センター（名寄市立総合病院、旭川圭泉会病院、旭川相川記念病院 等）】  

 
【介護予防事業（はつらつ教室）】 

 
【通所介護（デイサービス）】 

 
【通所リハビリテーション】 

 
介護支援専門員、保健師 

 
【外出支援サービス】 

 
【除雪サービス】 

 
【配食サービス】 

 
【認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

 
【介護保険施設（特別養護老人ホーム）】 

 
【成年後見人制度】 

日
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軽度認知障害 
年齢相応の物忘れ 

認知症はあるが 
日常生活は自立 

日常生活に手助け、介護が必要 

 

誰かの見守りがあれば 
日常生活が自立 

認知症の疑い 
 

常に介護が必要 
 

２ 

 
【短期入所（ショートステイ）】 

 
認知症や高齢者の福祉、介護保険に関すること【地域包括支援センター】 

 
【警察、消費生活センター】 

 
【訪問看護、訪問介護（ヘルパー）】 

 
【かかりつけ医】 （天塩町立国民健康保険病院 等） 

 
【地域の集まりや健康相談】 いきいきふれあいサロン、夕映サロン、町内会 

 
【日常生活支援（安心ヘルパー）】 

 
【自宅、サービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホーム、ケアハウス】 


